
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11月 23日は、勤労感謝の日です。勤労感謝の日は、もともとは、その年に収穫された農作

物に感謝し、穀物が豊かに実るように願う「新嘗祭（にいなめさい）」でした。今年の勤労感謝

の日は、食卓を支えるすべての人に感謝する日にしましょう。また11 月24日は、和食の日で

す。和食が世界遺産に登録されてから、来年で10年です。もちろん給食でも、和食献立を多く

取り入れていますが、改めて和食の良さを考えてみましょう。 

１１月の行事食・郷土料理 

 １８日(月) 世界の料理：スペイン  

  スペイン風オムレツは、「トルティージャ」とも呼ばれるスペインの卵焼きです。卵の中に、じゃが

芋やたまねぎが入っているのが、特徴です。スペイン風スープは、にんにくが入るのが特徴のスープ

です。スペインの料理に欠かせないのが、オリーブ油です。生産量は、スペインが世界一です。 

 ２２日(金) 郷土料理：東京都 

  和食の日の給食は、東京都の郷土料理です。東京には、両国国技館があるため、ちゃんこ鍋は、特に

この地域で多く食べられています。またサラダには、東京都八丈島産の糸寒天を使っています。 
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～港区商店街コラボ給食～ 

1１月２０日（水） 

   今井寿シェフの特製ボロネーゼ 

 令和 3年度から始まった港区の事業で、地域の商

店街と学校のコラボレーションにより、魅力的な給

食の提供を行います。10 月に続いて、今月も登場

します。今月は、赤坂見附にあるイタリア料理店「バ

ールデルソーレ」とのコラボレーション給食です。

吉川シェフとメニュー監修の今井寿シェフにご協

力頂いて作ったメニューです。バルとは、イタリア

の軽食喫茶や酒場、デルソーレは、太陽を意味して

います。お客様を太陽の 

ように明るくお迎えし、 

和んで頂きたいという思 

いがあるそうです。 

 

～11 月 24 日は、和食の日です～ 

１１月２２日（金） 和食の日献立 

≪東京都の郷土料理≫ 

 和食は、2013 年に「和食：日本人の伝統的

な食文化」として、ユネスコ世界無形文化遺産

に登録されました。和食は、多様で新鮮な食材

が用いられ、素材の良さをいかした調理法が用

いられています。また一汁三菜を基本としてい

ることから、栄養バランスがよく、健康的な生

活を送ることができます。また、年中行事とも

関わりがある世界に誇るべき食文化です。和食

文化の大切さを再認識するきっかけとなる日

になるように、11 月 24 日を「いい日本食」

の語呂合わせから、「和食の日」となりました。 


